







1 . は じめに
このニュー スに掲載されている毎月の地震活動を
みても，駿河湾の地震活動は周辺に比べて高くはな
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( 1 )駿河湾の 累積曲線では，短期的活動が1983年










( 3 ) また，伊豆半島では全体に1989年半ば以降，
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4 . おわり に
上記 ( 1 )のようなここ 1年の駿河湾の顕著な活
動，（3 ) の伊豆半島の特徴，また駿河湾西岸の地
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図 3 駿河湾と周辺の地震活動の例
殻変動が停滞傾向にあること等から，この海域と周 地震活動と地下の流体運動との微細な因果関係が推
辺の地殻活動の推移が注目される。M 6 クラスの地 定されている。駿河湾下の地殻の挙動を詳細に把握
震予知実験に取り組んでいる米国カリフォルニア中 するため，海域を含む定常観測の拡充も重要と思わ
部のパー クフィール ドでは，その欄密な観測ネット れる。
から，将来予想される地震の震源核の近く で，微小 （地震予知研究センター 野口伸一）
飛島の津波観測施設
95年秋に山形県酒田市沖約30kmに位置する飛島
に津波観測装置を設置した。図 1は，日本海東縁部
における過去の津波波源である．北海道積丹半島沖
から新潟まで，ほぼ南北に波源が並んでおり，最近，
ここが，北米プレートとユーラシアプレートの境界
であるという説が認知されつつある。過去の津波
（地震）の発生状況を見ると，1983年の日本海中部
地震を境にして，地震活動が活発化してきている。
また，日本海中部，北海道南西沖と津波の被害は甚
大なものがあり，津波の予測体制の整備が急がれて
いる。
津波の波高，到達時刻等を予測するには，津波の
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